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道徳の教科書の使い方　　オリエンテーションページの活用

２．�道徳科の学習方法の例を生
かしましょう（❷）。

　オリエンテーションのページには道徳
科での学習の方法が示されています。例
えば学習指導要領で示された「問題解決
的な学習，道徳的行為に関する体験的な
学習」等です。一つの学習方法だけにこ
だわらず，道徳科で求められる学習が実
現できる授業として，効果的と考えられ
る多様な学習方法を取り入れて取り組ん
でみましょう。

３．‌�児童とともに内容項目の全体像を見通しましょう。
　教科書には必ず内容項目と教材との対応関係がわかる記載があります。オリエンテーションページで内容
項目の全体像をわかりやすく図示しているものや，巻末などに表として示しているものがあります。児童と
ともに，最初の授業で 1 年間で扱う内容項目の全体像を確認するとともに，毎時の学習においても，どこに
位置づけられる学習なのかを意識させながら取り組むとよいでしょう。
　また，道徳科は学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の要として実施されるものです。道徳教育の全
体計画を踏まえつつ，他の教育活動での児童の学習を補ったり，深めたり，捉え直したり，発展させたりす
ることができるように，児童とともに他の教育活動との関連を確認しながら，進めていくとよいでしょう。

　道徳科の授業は，学習指導要領に示さ
れる道徳科の目標「道徳教育の目標に基
づき，よりよく生きるための基盤となる
道徳性を養うため，道徳的諸価値につい
ての理解を基に，自己を見つめ，物事を
多面的・多角的に考え，自己の生き方に
ついての考えを深める学習を通して，道
徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を
育てる」に即して実施される必要があり
ます。ここにあるように道徳科では「道
徳的諸価値についての理解を基に，自己
を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，
自己の生き方についての考えを深める学
習」が求められていることをまずは確認
しましょう。この点について教科書の冒
頭のオリエンテーションページで触れら
れています。

1．児童とともに学習の進め方を
確認しましょう（❶）。

　各社の教科書のオリエンテーション
ページでは，この「道徳的諸価値につい
ての理解を基に，自己を見つめ，物事を
多面的・多角的に考え，自己の生き方に
ついての考えを深める学習」の記述に即
した道徳科の学習の進め方を示していま
す。各学年の第 1 回目の授業で，この部
分に注目させ，道徳の授業ではこれから
どのような学習をしていくのかを確認す
るとよいでしょう。
　最初の授業だけでなく，毎回の授業でも確認するとよいでしょう。
また，指導計画を考えるときはもちろん，授業のなかでも「考えを
深めましょう」や「自分自身を見つめ直してみましょう」といった
声がけをして，道徳科でどのような学習が求められているかを児童
に意識させていくようにしましょう。なお，多くの教科書会社が，
ここでの説明と各教材での発問等を対応させています。
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各時間の進め方

1．�ねらいを児童と共有して授業
を組み立てましょう。

　教科書の教材では，本時のテーマが内容
項目からページの右上に設定され（❸-a），
テーマについて児童に考えを促す問いかけ
がなされていることがあります（❸-b）。
これらを活用して，本時で何をねらいとし
ているのかを児童と共有して進めていきま
しょう。
　道徳科の目標は，「道徳的諸価値につい
ての理解を基に，自己を見つめ，物事を多
面的・多角的に考え，自己の生き方につい
ての考えを深める学習」を通して，「道徳
的な判断力，心情，実践意欲と態度」を育
て，「よりよく生きための基盤となる道徳
性」を養うことでした。ただ，他教科と異
なり，道徳科では，「達成できた」「できな
かった」といった達成目標の考え方ではな
く，個々の児童が自らを振り返りながら自
己の生き方を主体的に形づくっていく方向
性を示すものとして組み立てることが求め
られます。そのため，指導上のねらいは，
例えば，「○○【内容項目に示される道徳
的価値】について，‥‥‥という学習【道
徳的諸価値についての理解を基に，自己を
見つめ，物事を多面的・多角的に考え，自
己の生き方についての考えを深めるように
教材に即して示された学習活動】を通して，
〜という力を育む」といったように示され
ます。

２．教科書の発問を生かしましょう。
（１）‌�道徳科で求められる学習に即して発問を捉えましょう。
　教科書の教材では，オリエンテーションページで確認した学習を
促す発問が設定されています（❹）。ここで示される発問が，㋐道徳
的諸価値についての理解を問うものなのか，㋑自己を見つめさせる
ものなのか，㋒多面的・多角的に考えさせるものなのか，㋓自己の
生き方についての考えを深めさせるものなのか，すなわち，道徳科
で求められる学習に即した場合にどこに位置づけられるのかを意識
しながら児童に取り組ませるようにしましょう。
　オリエンテーションページとの対応関係がはっきりしない発問が

掲載されている教科書もありますが，そ
の場合でも㋐〜㋓のいずれからの発問で
あるのかを意識しながら児童に取り組ま
せることが肝要です。

（２）‌�ねらいに従い，場合によっては発問
を取捨選択して学習を進めましょう。　

　ねらいは児童等の実態に応じて設定さ
れますから，それを達成するために教科
書とは別の発問が必要となるケースなど
が生じるでしょう。そのときは教科書の
発問に追加したり，使用しなかったりと
いった取捨選択をしつつ，ねらいを達成
できるように授業を組み立てましょう。

（３）‌�教科書記載の発問だけでなく，ね
らいに迫る発問を中心発問として
考えてみましょう。

　ねらいに迫るための発問を中心発問と
いいますが，ねらいによっては教科書記
載の発問が中心発問とはならないケース
もあるでしょう。その場合は教科書記載
の発問だけでなく，新たにねらいに迫る
発問を設定するとよいでしょう。

３．�教科書に掲載されているテー
マ，発問，授業の展開を 1
つの例として捉えましょう。

　「うばわれた自由」は多くの教科書で
採用されている教材ですが，そのテーマ，発問，展開は必ずしも同じではありません。テーマを比べてみても，
自由とは何かを考えさせようとする教科書が多い一方で，「自分の行動に責任をもって」（教育出版 6 年）といっ
た設定がなされているものもあります。前者が内容項目に含まれる自由に焦点を当てているのに対して，後
者は責任に注目しています。また，発問でも「ジェラール王子には，どのような考え方が必要だったのでしょ
う。」（教育出版 6 年），「自由な生き方をしているのは，ガリューとジェラール，どちらでしょうか。」（光文
書院 5 年）などと違いがあります。教育出版の教科書では責任に注目していますから，安易な行動の背後に
責任についての自覚がなかった点を考えさせようとしていますし，光文書院の教科書では児童に登場人物を
評価させることでより広い視野から考えさせようとしています。このように教科書によって教材の扱いが違
うことからわかるように，教科書に示されているテーマ等は 1 つの例にすぎないと考えてよいでしょう。
　無理にテーマを変えたり，発問を新たに追加したりする必要はありませんが，ねらいと児童等の実態を照
らし合わせ，より適切な展開，発問等があれば，それに置き換えるということも必要な場合があります。

（出典：「小学道徳６ はばたこう明日へ」教育出版（2020），「小学道徳 ゆたかな心 ６年」光文書院（2020））
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教科書の使い方Q&A

　教材を途中で区切って読んでいいのですか？

　読み方に制限はありません。ただ，途中で区切
ることがねらいの達成にとって不可欠なのかどう
かを検討する必要はあります。例えば，「手品師」
で友人から大劇場出演の誘いを受けた主人公が
迷っている場面で区切って児童に主人公だったら
どうするのかを考えさせるとします。ただそこで
区切るのは，主人公を批判させたいからでしょう
か（㋐）。あるいは，主人公の選択に左右されず
に自分の考えを深めてもらいたいからでしょうか

（㋑）。それとも主人公の選択をよいもの（正解）
としてとっておきたいからでしょうか（㋒）。㋐
であれば最後まで読んでから「主人公をどう思
う？」と聞いたほうが批判しやすいでしょう。㋑

も㋐と同様，主人公の選択を 1 つの選択として児
童に理解させたうえで発問した方が多様な視点か
ら考えを深めることにつながるでしょう。㋒は 1
つの正解に向けて児童を追い込む授業になってし
まい，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考
え，自己の生き方についての考えを深める学習と
はいえません。区切ることで道徳科で求められて
いることから離れてしまうことがあるとすれば本
末転倒です。ただし，教材が長い場合，途中で区
切って読み，そこまでの状況を整理するというこ
とは児童の理解を助けることに役立つことが考え
られます。

　教科書の使用義務の範囲は決まっていますか？

　道徳科においても教科書（別冊となっている
ノートを含む）を使用する義務があります（学校
教育法第 34 条）。どの程度使用すれば義務を果
たしているのかという基準はありませんが，学習
指導要領に示される内容項目をもれなく指導する
ことは求められていますので，年間指導計画編成
時に代替教材（自校教材，地域教材を含む）を用
いることを決めておくなどして，安易に代替教材
で取り組むことは避けるべきでしょう。
　とはいえ，年間指導計画を編成する際にはまだ
学級が編成されないケースもあるでしょう。実際
に児童と会ってみると，年間指導計画のとおりで
は十分ではないということも考えられます。また，

その教材が担当する学級で使用することが適切と
はいえない場合もあるかもしれません。ですから，
内容項目をもれなく指導することを前提に，指導
の順番を替えたり，学校内で話し合ったうえで代
替教材を用いたりすることも考えられるでしょ
う。
　教科書の使用という点では，低学年などの場合，
児童に教科書を開かせずにペープサートなどで教
材提示する場合もありますが，この場合，教科書
を使用したとみなすことができます。
　教科書をどの程度どのように使えばよいのかと
いう明確な基準があるわけではありませんが，使
用義務があることは確認しましょう。

　道徳的価値やねらいを自然に気づか せた方がよいのでしょうか？

　道徳の授業では，児童に，「○○が大切だ」（例：
「思いやりが大切だ」）と気づかせるのがよいとい
われることもありました。しかし，教科書にすでに
教材と内容項目の関係は示されていますし，道徳
科では内容項目で示される道徳的価値についての
理解を基にして学習することが必要なのですから，
道徳的価値が大切であるといったことに気づくだ
けでは，道徳科の授業としては不十分でしょう。
　また，ねらいは学習の進め方を踏まえて育てた

い方向性を示したものでしたが，これは教師の側
から見たものであって，児童の側からみた場合は
めあてといいます。めあては当該の時間で児童と
ともに目指していくものですから，あらかじめ共有
することが必要です。例えば，「○○ということに
ついて‥‥‥という学習を通して〜を育む」という
ねらいを立てた場合，「○○について考えていこう」
というようなめあてを設定することができます。

Q

Q

Q
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